
令和6年度　第14回

風雅を楽しむ春の集い

日時　令和6年5月12日（日） 午後1時開会

会場　高知市南部健康福祉センター２Ｆ・Ａホール
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野
に
も
山
に
も
ま
た
、
春
城
に
も
桜
の
花
が
一
斉
に
開
花
し
、
た
お
や
か
に
咲
き
誇
る
そ
の
美
し
い
姿
は
、
多
く

の
人
を
魅
了
し
、
心
和
む
世
界
へ
と
誘
っ
て
く
れ
ま
す
。
漢
詩
や
和
歌
に
も
桜
を
詠
ん
だ
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、

夜
来
の
雨
で
す
っ
か
り
散
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
潔
さ
に
も
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
此
度
の
合
吟
は
、
人
生
、
盛
り
の
花
と
散
り
際
の
花
を
吟
じ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
構
成
吟
は
「
日

本
の
名
城
」
と
題
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
素
晴
ら
し
い
お
城
を
絶
句
と
歌
謡
吟
詠
で
綴
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
俗
塵
を
離
れ
風
雅
な
世
界
に
身
を
置
き
て
、
今
を
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
深
く
感
謝
し
、
午
後
か
ら
の
ひ
と
時

を
、
皆
様
と
ご
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
す
な
ら
ば
幸
甚
に
思
い
ま
す
。

　
本
日
は
、
ご
来
賓
の
花
柳
流
の
中
岡
先
生
を
初
め
、
土
佐
藤
和
流
の
竹
村
先
生
、
君
由
美
会
の
金
子
先
生
の
ご
協

力
を
頂
き
、
日
本
舞
踊
と
民
謡
で
、
舞
台
を
飾
っ
て
頂
き
ま
す
。

　
そ
し
て
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
、
後
援
会
会
長
様
を
初
め
、
顧
問
の
先
生
方
に
は
公
私
共
に
大
変
お

忙
し
い
中
を
万
障
お
繰
り
合
わ
せ
頂
き
、
ご
来
駕
を
賜
り
、
華
を
添
え
て
頂
き
ま
す
事
に
衷
心
よ
り
厚
く
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
不
慣
れ
な
為
に
何
か
と
不
行
き
届
き
失
礼
の
段
、
多
々
あ
ろ
う
か
と
存
じ
ま
す
が
ど
う
ぞ
ご
寛
容
に
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
日
ご
来
場
賜
り
ま
し
た
皆
々
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
甚
だ
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
本
日
は
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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「
松
風
騒
ぐ
丘
の
上
古
城
よ
ひ
と
り
何
し
の
ぶ
・
・
・
」
石
川
県
七
尾
城
跡
に
古
城
の
歌
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

七
尾
城
は
戦
国
時
代
、
能
登
の
国
　
畠
山
氏
に
よ
っ
て
築
か
れ
、
上
杉
謙
信
に
よ
っ
て
落
城
そ
の
後
　
前
田
利
家
が
入
城
す
る
も
、

城
替
え
に
よ
り
役
目
を
終
え
現
在
は
城
跡
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
に
は
、
古
く
か
ら
四
、
五
万
と
も
い
わ
れ
る
沢
山
の
お
城
が
あ
り
ま
し
た
。
戦
国
時
代
や
明
治
の
廃
城
令
な
ど
に
よ
っ
て
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
江
戸
時
代
以
前
か
ら
残
っ
て
い
る
現
存
天
守
は
十
二
城
の
み
で
、
そ
の
す
べ
て
が
数
々
の
危
機

を
乗
り
越
え
て
き
た
奇
跡
的
な
存
在
で
す
。
こ
の
う
ち
「
姫
路
城
」
「
彦
根
城
」
「
松
本
城
」
「
犬
山
城
」
「
松
江
城
」
の
五
城

が
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

で
は
、
し
ば
し
の
間
、
吟
詠
と
、
歌
謡
吟
詠
で
名
城
、
そ
の
歴
史
の
旅
を
お
楽
し
み
頂
き
ま
し
ょ
う
。
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福
島
県
会
津
若
松
市
に
あ
る
こ
の
城
は
一
三
八
四
年
、
南
北
朝
時
代
に
築
城
さ
れ
別
名
鶴
ヶ
城
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
一
五
九

三
年
、
蘆
名
直
盛
に
よ
っ
て
本
丸
を
中
心
に
西
出
丸
、
北
出
丸
、
二
の
丸
、
三
の
丸
が
周
囲
に
配
置
さ
れ
、
会
津
藩
の
政
庁
と
し

て
会
津
政
治
の
中
心
で
し
た
。
藩
主
の
会
津
松
平
家
は
、
徳
川
将
軍
家
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
幕
末
に
は
戊
辰
戦
争
の
激
戦
地

と
な
っ
た
の
で
す
。
白
虎
隊
は
幕
末
に
会
津
藩
が
組
織
し
た
、
中
国
の
神
獣
「
白
虎
」
に
由
来
す
る
一
六
歳
か
ら
一
七
歳
の
武
家

の
男
子
か
ら
な
る
部
隊
、
あ
ど
け
な
さ
を
残
す
少
年
ら
の
命
を
か
け
た
壮
絶
な
戦
い
で
し
た
。

織
田
信
長
誕
生
の
城
と
さ
れ
る
、
今
川
氏
築
城
の
那
古
野
城
（
現
在
の
名
古
屋
城
）
の
あ
と
周
辺
に
、
徳
川
家
康
が
天
下
普
請
に

よ
っ
て
一
六
〇
九
年
に
新
た
に
築
城
さ
れ
、
明
治
維
新
ま
で
、
徳
川
御
三
家
の
筆
頭
と
さ
れ
る
尾
張
徳
川
家
の
一
七
代
ま
で
の
居

城
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
阪
城
、
熊
本
城
と
と
も
に
日
本
三
名
城
に
数
え
ら
れ
、
伊
勢
音
頭
で
は
「
伊
勢
は
津
で
も
つ
、

津
は
伊
勢
で
持
つ
、
尾
張
名
古
屋
は
城
で
も
つ
」
と
詠
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
天
守
に
上
げ
ら
れ
た
金
鯱
は
城
だ
け
で
な
く
名
古
屋

の
街
の
象
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

松
山
城
は
関
ヶ
原
の
戦
い
の
戦
功
に
よ
り
、
二
〇
万
石
の
大
名
と
な
っ
た
加
藤
嘉
明
が
、
一
六
〇
二
年
着
手
、
四
半
世
紀
の
歳
月

を
か
け
て
築
城
、
そ
し
て
こ
の
地
を
「
松
山
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
た
と
あ
り
ま
す
。

松
山
市
の
中
心
部
、
勝
山
山
頂
に
本
丸
、
西
南
麓
に
二
の
丸
、
三
の
丸
を
構
え
、
道
後
平
野
を
一
望
で
き
る
平
山
城
で
あ
る
岡
山

県
の
津
山
城
、
兵
庫
県
の
姫
路
城
と
並
び
、
日
本
三
大
平
山
城
の
ひ
と
つ
で
す
。
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姫
路
城
は
南
北
朝
時
代
、
赤
松
貞
範
に
よ
っ
て
築
城
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
城
は
砦
の
よ
う
な
小
規
模
な
も
の
で
、

城
郭
に
相
当
す
る
規
模
と
な
っ
た
の
は
、
戦
国
時
代
後
期
に
黒
田
重
隆
に
よ
る
築
城
と
さ
れ
て
い
る
、
黒
田
氏
や
羽
柴
秀
吉
が

城
代
に
な
る
と
、
山
陽
道
上
の
交
通
の
要
所
に
置
か
れ
た
姫
路
城
は
本
格
的
な
城
郭
に
拡
張
さ
れ
、
関
ヶ
原
の
戦
い
の
後
に
城

主
と
な
っ
た
池
田
輝
政
に
よ
っ
て
、
今
日
の
よ
う
な
大
規
模
な
城
郭
と
な
り
、
天
守
閣
の
置
か
れ
て
い
る
「
姫
山
」
は
古
名
を

「
日
女
路
」
ひ
め
じ
と
称
し
ま
し
た
。
大
国
主
命
の
船
が
嵐
に
よ
り
転
覆
、
積
み
荷
の
蚕
子
（
ひ
め
こ
）
が
流
れ
着
い
た
の
が

名
前
の
由
来
と
さ
れ
て
い
る
、
城
の
代
表
紋
は
由
来
の
あ
る
ア
ゲ
ハ
蝶
で
有
名
で
す
。

戦
国
時
代
以
前
に
は
大
高
坂
山
城
と
よ
ば
れ
る
城
が
築
か
れ
て
い
た
、
土
佐
の
戦
国
大
名
と
し
て
台
頭
し
て
き
た
長
宗
我
部
元
親

が
岡
豊
城
か
ら
本
拠
地
を
移
そ
う
と
し
た
が
、
工
事
が
難
航
し
浦
戸
を
拠
点
と
し
ま
し
た
。
関
ケ
原
の
戦
い
で
敗
れ
た
長
宗
我
部

は
改
易
さ
れ
、
山
内
一
豊
が
土
佐
国
を
与
え
ら
れ
、
土
佐
藩
を
立
て
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
豊
は
大
高
山
で
一
六
〇
一
年
築
城

着
手
、
一
六
〇
三
年
に
は
本
丸
、
二
の
丸
が
完
成
す
る
が
、
城
全
体
の
完
成
は
一
豊
没
後
の
一
六
一
一
年
で
、
二
代
目
藩
主
の
忠

義
の
代
に
な
っ
て
い
た
三
層
六
階
の
天
守
各
は
、
一
豊
が
転
封
前
に
居
城
と
し
て
い
た
静
岡
県
　
掛
川
城
を
模
し
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
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る

鍾
 
山
 
即
 
時

落
　
　
　
花

元
二
の
安
西
に
使
い
す
る
を
送
る

母
を
奉
じ
て
嵐
山
に
遊
ぶ
　

春
　
　
　
望

清
平
調
子（
そ
の
三）

湖
上
に
飲
す

従
　
軍
　
行

和
歌
　

く
れ
な
い
の

　
　
指
導
者
・
役
員
吟
詠
　「

吟
情
泉
の
如
く」

　
　
絶
句「

風
雅
を
つ
む
ぐ」

（

そ
の
二）

作
 
者

作
 
者

作
 
者

作
 
者

作
 
者

作
 
者

作
 
者

作
 
者

作
 
者

作
 
者

作
 
者

藪

孤

山

賈

島

王

安

石

徳

富

蘇

峰

王

維

頼

山

陽

杜

甫

李

白

蘇

軾

王

昌

齢

正

岡

子

規

高

須

教

室

高

須

教

室

高

須

教

室

宇

佐

教

室

南

国

教

室

長

浜

教

室

南

国

教

室

蒔

絵

台

教

室

宇

佐

教

室

東

雲

教

室

宇

佐

教

室

山

中

鵬

清

飯

田

鵬

祥

川

添

鵬

雄

中

西

鵬

鶯

笹

岡

鵬

俊

川

村

鵬

泉

西

山

匠

翔

松

代

怜

翔

大

野

正

翔

松

木

鴻

光

中

西

鵬

鶯

9



43 42 41

第
九
部

40 39 38 37 36 35

第
八
部

閉
会
の
挨
拶

三
百
六
十
五
歩
の
マー

チ

我
　
が
　
道

七
久
里
紅
葉
狩
り

龍
 
馬
 
し
 
ぐ
 
れ

浪
花
節
だ
よ
人
生
は

お
 
り
 
ょ
 
う

お
 
祭
 
り
 
マ
 
ン
 
ボ
 ー

雪
　
　
　
梅

親
 
を
 
夢
 
む

　
　
会
長
吟
詠

　
　
来
賓「

華
麗
な
る
吟
と
舞」

作
 
詞

作
 
詞

作
 
者

作
 
者

二

木

葉

子

山

上

武

夫

方

岳

細

井

平

洲

(

舞)

(

舞)

(

舞)

(

舞) 高

知

県

漢

詩

連

盟

理

事

鵬
翔
流
吟
友
会
会
長

鵬
翔
流
吟
友
会
会
長

土

佐

ふ

じ

和

流

君

由

美

会

花

柳

流

土

佐

ふ

じ

和

流

明

徳

義

塾

高

校

日

本

ク

ラ

ブ

川

添

鵬

雄

梶

田

鵬

翔

梶

田

鵬

翔

矢

野

舞

那

下

村

優

心

下

村

望

乃

下

村

俐

公

楠
瀬
智
恵
子

楠

瀬

妙

子

青

木

美

和

中

岡

あ

き

矢

野

舞

那

内

田

紫

紅

（

順
不
同）
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（三） （二） （一）

休
ま
な
い
で
歩
け
　
ソ
レ
ワ
ン
ツー

・
ワ
ン
ツー

・
ワ
ン
ツー
・
ワ
ン
ツー

腕
を
振
っ
て
足
を
あ
げ
て
ワ
ン
ツー

・
ワ
ン
ツー

千
里
の
道
も
一
歩
か
ら
　
始
ま
る
事
を
信
じ
よ
う

人
生
は
ワ
ン
ツー

パ
ン
チ
　
歩
み
を
止
め
ず
に
夢
み
よ
う

一
年
三
百
六
十
五
日
　
一
歩
違
い
で
に
が
し
て
も

幸
せ
の
隣
に
い
て
も
　
分
か
ら
な
い
日
も
あ
る
ん
だ
ね

休
ま
な
い
で
歩
け
　
ソ
レ
ワ
ン
ツー
・
ワ
ン
ツー

・
ワ
ン
ツー

・
ワ
ン
ツー

腕
を
振
っ
て
足
を
あ
げ
て
ワ
ン
ツー
・
ワ
ン
ツー

あ
な
た
は
何
時
も
新
し
い
　
希
望
の
虹
を
抱
い
て
い
る

人
生
は
ワ
ン
ツー

パ
ン
チ
　
明
日
の
明
日
は
ま
た
明
日

百
日
百
歩
千
日
千
歩
　
ま
ま
に
な
る
日
も
な
ら
ぬ
日
も

幸
せ
の
扉
は
狭
い
　
だ
か
ら
し
ゃ
が
ん
で
通
る
の
ね

休
ま
な
い
で
歩
け
　
ソ
レ
ワ
ン
ツー

・
ワ
ン
ツー

・
ワ
ン
ツー

・
ワ
ン
ツー

腕
を
振
っ
て
足
を
あ
げ
て
ワ
ン
ツー

・
ワ
ン
ツー

あ
な
た
の
つ
け
た
足
跡
に
ゃ
　
綺
麗
な
花
が
さ
く
で
し
ょ
う

人
生
は
ワ
ン
ツー

パ
ン
チ
　
汗
か
き
べ
そ
か
き
歩
こ
う
よ

一
日
一
歩
三
日
で
三
歩
　
三
歩
進
ん
で
二
歩
下
が
る

幸
せ
は
歩
い
て
こ
な
い
　
だ
か
ら
歩
い
て
い
く
ん
だ
ね

三
百
六
十
五
歩
の
マー

チ
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